まへ ぎんざ 

二三 年 前の 夏で ある。 僕 は 銀座 を 歩いて ゐる うちに 

二人の 女 を 発見した。 それ も 唯の 女で はない。 はっと 

思 ふ ほど 後ろ姿の 好い 一 一人の 女 を 発見した ので ある。 

ひとり さぎ 

一 人 は鷺の やうに すらりと して ゐる。 もう 一 人 は I 

I この 説明 はちよ つと 面倒で ある。 古来 姿の 好い と 云 

やう ひ てうそう 

ふの は揚 肥よりも 趙痩を 指した ものら しい。 が、 もう 

一人 は 肥って ゐる。 中肉 以上に 肥って ゐる。 けれども 

体の 吊り 合 ひ は 少しも その為に 損 はれて ゐ ない。 殊に 

ようす をし どリ 

腰 を 振る やうに 悠々 と 足 を 運ぶ 容子は 鴛鴦の やうに 

リっぱ っゐ しま っゐ 

立派で ある。 対の 縞 あかし か 何 かの 着物に やはり 対の 

鋁の帯 をし め、 当時 流行の 網 を かけた 対の パラソル を 



僕 は 持って ゐた本 を ひろげ、 夏 読まず とも 暑苦しい マ 

ハ トマ. ガン ディ 伝 を 征服し 出した。 いや、 征服し 出 

したので はない。 征服し 出さう と 思った だけで ある。 

ひやう し ひとあし 

僕 は 電車の 動き はじめる 拍子に、 鴛鴦の 一 足よ ろめい 

いか しんし いんぎん 

たの を 見る と、 忽ち 如何なる 紳士よりも 慇憝に 鴛鴦へ 

席 を 譲った。 同時に 彼等の 感謝す るの を 待たず、 さつ 

そこ リ こしゅぎ しゃ 

さと 其処から 遠ざか つてし まった。 利己主義者 を 以て 

任ずる 僕の 自己犠牲 を 行 つたの は 偶然で はない。 鴛 

まなず 

鴦は顔 を 下から 見る と、 長な がと 鼻毛 を 伸して ゐる。 

またぶ しゃう くさ 

鷺も亦 無精 をき めて ゐる のか、 髪の 臭 さは 一 通りで は 

ない。 それ 等 はま だ妒 いとしても、 彼等の 熱心に 話し 



てゐ たの は メンス ラテ イオンか 何 かに 関する 臨床医 科 

的の 事実で ある。 

じらい さんたん げんめつ 

爾来 「夏の 女の 姿」 は 不幸に も 僕に は惨儋 たる 幻滅 

の 象徴に なって ゐる。 日盛りの 銀座の 美人な ど は她何 

せんけんえ うてう 

に嬋 娟窈窕 として ゐて も、 うっかり 敬意 を 表する もの 

に ほひ 

ではない。 少く とも 敬意 を 表する 前に は匀 だけで も 

嗅いで 見る ものである。 …… 

(大正 十三 年 六月) 
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